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研究成果の概要（和文）：形状記憶合金(SMA)メッシュを用い、SMAの有する形態回復力を応用した骨膜伸展法による骨
形成法の開発を行った。今回はNi含有のNi-Ti SMAメッシュをウサギの頭蓋骨の骨膜下に設置し、骨膜を伸展させ同部
の骨形成状態を評価した。その結果5, 8週で伸展部の骨形成をマイクロCTおよび組織学的評価を行った。その結果SMA
の形態回復力を応用した骨膜伸展は同部に著明な骨形成を促進することが示された。本研究成果は内外の学会で報告し
、高い評価を得た。またその成果は、国際雑誌に掲載された。本研究は骨移植を行わない、画期的な骨造成法と考えら
れ、臨床応用が期待される。

研究成果の概要（英文）：New bone augmentation method using self activated mesh device made by memory alloy
 (SMA) was developed. We performed an animal experiment using Japanese white rabbits. The device was inser
ted under the periosteum at the forehead. We evaluated bone formation using micro-CT and histological meth
od. The quantitative data by the area and the occupation of newly formed bone indicated that the experimen
tal group had a higher volume of new bone than the control group. The use of self-activated devices for th
e periosteal expansion using SMA technique may make it possible to avoid donor site morbidity, and seems t
o be a viable method of bone augmentation.
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１．研究開始当初の背景 
顎顔面領域の腫瘍、外傷においては、骨・軟
組織の欠損から審美的（顔貌）、機能的（摂
食、嚥下、呼吸）障害を招く。これらの顎顔
面領域の再建では自家骨などの移植による
治療が中心であるが、採取部の負担、煩雑な
手術手技、感染など課題が多く、患者の負担
を軽減するような顎骨の再建方法が望まれ
ている。  
２．研究の目的 
本研究は、以前のわれわれの研究から得られ
た骨膜の骨形成能に着目し、形状記憶合金 
(SMA)の形態回復力を利用した骨膜伸展骨形
成法を開発し、より侵襲の少ない骨形成法を
確立することにある。 
 
３．研究の方法 
使用動物：ウサギ（前頭部） 
使用材料：形状記
憶合金メッシュ（5
Ｘ15Ｘ0.275ｍｍ）
実験方法：実験動
物は4群に分けた。
手術は全身麻酔下で、頭頂骨の骨膜下を剥
離翻転し、骨膜と頭頂骨骨面の間にメッシ
ュを挿入した。チタン製スクリュー（径 1.5
Ｘ長さ 3mm）をメッシュ下部にアンカー
スクリューとして挿入し、メッシュを頭頂
骨骨面に密着固定縫合し、骨膜縫合、皮膚
縫合を行い、完全閉鎖した。なお、メッシ
ュを母骨から離した状態のものをコントロ
ール群とした。定期的に頭頂部の形態評価
を行い、試料は伸展刺激後、5 週目と 8 週
目に採取した。分析方法としては、マイク
ロＣＴにて形態評価を行った後、組織学的
検討を行った。 
 
４．研究成果 
伸展刺激後における装置の露出による合併
症は認めず、全ての症例で骨面からの伸展
に伴う垂直的増大を認め、術後 5 週、8 週
において、コントロールに比較して、実験
群において著明な骨の新生を認めた。マイ
クロＣＴでの形態評価において、コントロ
ール群では装置と母骨間の間隙に新生骨は
ほとんど認めないものの、実験群で新生骨
の有意な増大を認めた。さらに骨膜伸展時
に頭頂骨表面に皮質骨穿孔（decortication）
を行い、骨髄側からの血液供給を可能にし
て同時に骨膜延長を行うと皮質骨穿孔を行
わない場合に比較して、さらに新生骨の形
成が促進され、大量の骨形成が起ることが
あきらかとなった。本研究は内外の主要な
関連学会で発表するとともに、J Biomed 
Mater B Appl Biomater, Clin Implant 
Dent Related Res に accept された。 
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